
(57)【要約】

【課題】坩堝に貯留した成膜材料への加熱を行うに際し

て、加熱開始時から迅速に所定温度まで立ち上げること

ができ、かつ成膜材料の各部に亘って均等な温度分部を

持たせることができる成膜材料の加熱装置及び成膜材料

の加熱方法を提供する。

【解決手段】有底の円筒状に形成された坩堝１０の開口

の上部に開口部１２が配設される。その上方に所定距離

を保って素子基板ｃが配設される。坩堝１０の外周には

密接して勘合するボビン１１が配設され、該ボビン１１

にコイル１３が埋設されている。坩堝１０の内部には成

膜材料１４が貯留され、この成膜材料１４には、有機Ｅ

Ｌカラーディスプレイの表示面板に膜形成するための有

機材料と、高周波磁界が与えられることによって渦電流

が発生しこれに伴って熱を発生させる誘電体材質の微小

粉末でなる被加熱粒子が混合されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 混 入 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱
す る 被 加 熱 粒 子 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁
束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 筒 状 体 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 筒 状 体 の 内 外 部 に 前 記 成 膜 材 料 が 接
し 得 る よ う に 配 設 さ れ た 筒 状 加 熱 部 材 を 含 ん で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 柱 状 体 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 柱 状 体 の 外 部 に 前 記 成 膜 材 料 が 接 し
得 る よ う に 配 設 さ れ た 柱 状 加 熱 部 材 を 含 ん で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 前 記 筒 状 加 熱 部 材 の 複 数 が 密 接 さ れ た ハ ニ カ ム 構 造 で 構 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 混 入 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱
す る 被 加 熱 粒 子 と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 前 記 成 膜 材 料 に 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周
波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 外 部 に 巻 回 し て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 内 部 に 巻 回 し て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 壁 面 に 埋 設 し て 巻 回 し て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 坩 堝 は 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 材 質 で 製 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 に お い て 、
　 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 粒 子 が 混 入 さ れ た 成 膜 材 料 を 坩 堝 に 貯 留 し 、 該 坩 堝
内 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 該 成 膜 材 料 を 気 化 す る こ と を 特 徴 と す る 成 膜 材
料 の 加 熱 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 に お い て 、
　 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 が 配 設 さ れ た 坩 堝 内 部 に 成 膜 材 料 を 貯 留 し 、 前
記 被 加 熱 部 材 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 該 成 膜 材 料 を 気 化 す る こ と を 特 徴 と
す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 加 熱
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 成 膜 材 料 を 加 熱 し 、 例 え ば 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 を 加 熱 し て 昇 華 状 態 や 蒸 発 状 態 （ 以 下 、 こ の ２
つ の 状 態 を 「 気 化 」 と 総 称 す る ） に し 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 基 板 に 薄 膜 形 成 を 行 う と き に は
そ の 加 熱 源 に 電 熱 ヒ ー タ が 用 い ら れ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 具 体 例 と し て は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 有 底 の 筒 状 に 形 成 さ れ る 坩 堝 １ の 内 部 に 有
機 Ｅ Ｌ 材 料 で な る 成 膜 材 料 ４ が 貯 留 さ れ 、 そ の 上 部 に は 漏 斗 状 の 開 口 部 ２ が 形 成 さ れ 、 底
部 の 下 位 に 電 熱 ヒ ー タ ３ が 配 設 さ れ る こ と に よ っ て 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 熱 ヒ ー タ ３ に 通 電 す る こ と に よ っ て 坩 堝 １ 内 の 成 膜 材 料 ４ が 加 熱 さ れ 、 成 膜 材 料 ４ の
性 質 に よ り 昇 華 も し く は 蒸 発 の 状 態 に さ れ 気 化 が な さ れ 、 こ れ が 開 口 部 ２ の 上 方 に 位 置 す
る 素 子 基 板 ｃ に 付 着 さ れ 、 所 定 の 膜 形 成 を 行 う こ と が で き 、 素 子 基 板 ｃ の 面 積 が 大 き い 場
合 に は 、 素 子 基 板 ｃ の 全 体 を 移 動 さ せ な が ら 成 膜 材 料 ４ が 連 続 的 に 付 着 さ れ る よ う に 駆 動
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 加 熱 装 置 に お い て は 、 電 熱 ヒ ー タ ３ を 坩 堝 １ の 底 部 に 配 設 し た だ け で あ る の
で 坩 堝 １ 内 に 貯 留 さ れ て い る 成 膜 材 料 ４ の 温 度 分 布 が 不 均 等 に な り 、 電 熱 ヒ ー タ ３ に 近 い
部 分 の 成 膜 材 料 ４ 温 度 が 高 く な り 、 遠 い 部 分 （ 成 膜 材 料 ４ の 上 面 部 ） の 温 度 が 低 く な っ て
し ま い 、 同 時 に 成 膜 材 料 ４ の 外 周 寄 り の 温 度 が 低 く 中 心 部 の 温 度 が 高 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 結 果 、 開 口 部 ２ の 上 方 に 上 昇 も し く は 飛 散 浮 遊 す る 成 膜 材 料 ４ の 量 が 不 均 等 に な っ
て し ま い 最 終 的 に 素 子 基 板 ｃ に 付 着 す る 形 成 膜 厚 が 不 均 等 に な っ て し ま う の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め 、 図 １ ２ に 示 す よ う な 温 度 制 御 手 段 を 用 い て 素 子 基 板 へ の 形 成 膜 厚 を 均 等 化 す
る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 坩 堝 １ の 底 板 部 の 外 方 に 配 設 さ れ る 電 熱 ヒ ー タ を 図 １ １ に 示 す よ う に １ つ に せ ず
、 複 数 分 割 、 例 え ば 第 １ ヒ ー タ ３ ａ 、 第 ２ ヒ ー タ ３ ｂ 、 第 ３ ヒ ー タ ３ ｃ お よ び 第 ４ ヒ ー タ
３ ｄ の よ う に ４ 分 割 し 、 こ れ ら 第 １ ～ 第 ４ ヒ ー タ ３ ａ ～ ３ ｄ に ヒ ー タ 電 源 部 ５ か ら 電 源 を
供 給 し 、 そ の 供 給 を 、 第 １ ～ 第 ４ ヒ ー タ ３ ａ ～ ３ ｄ の そ れ ぞ れ の 近 傍 に 配 置 し た 第 １ ～ 第
４ 測 温 部 ６ ａ ～ ６ ｄ の 出 力 を 熱 電 対 検 出 部 ７ で 検 出 す る こ と に よ っ て そ の 出 力 を ヒ ー タ 電
源 部 ５ に フ ィ ー ド バ ッ ク し 当 該 の ４ つ の 測 温 点 の 温 度 を 均 一 化 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 第 １ ～ 第 ４ ヒ ー タ ３ ａ ～ ３ ｄ の そ れ ぞ れ の 測 温 点 Ａ ～ Ｄ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う
に ヒ ー タ へ の 電 源 投 入 時 点 か ら 温 度 上 昇 し 、 ピ ー ク 点 ｔ ａ ～ ｔ ｄ に 達 し た 後 に 安 定 し た 平
坦 な 温 度 に 制 御 さ れ 、 坩 堝 １ （ 図 １ １ と 図 １ ２ 参 照 ） の 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 温 度 が
均 等 に 制 御 さ れ る の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 従 来 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 は 、 ヒ ー タ を 加 熱 源 と し て 、 有 機 Ｅ
Ｌ 材 料 等 の 成 膜 材 料 の 加 熱 を し て い る の で 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 加 熱 開 始 時 に は 、 成 膜 材
料 を 所 定 温 度 ま で 上 昇 さ せ る に 時 間 を 要 し 、 か つ 加 熱 開 始 時 に は 過 渡 的 に 設 定 温 度 よ り 大
き く な っ て し ま い （ 図 １ ３ の ピ ー ク 点 ｔ ａ ～ ｔ ｄ 参 照 ） 、 成 膜 材 料 へ の 投 入 熱 量 を 、 素 子
基 板 へ の 膜 形 成 状 態 に 応 じ て 瞬 時 に 変 化 さ せ る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ り 、 こ の
た め に 例 え ば 真 空 チ ャ ン バ 内 部 に 坩 堝 を 配 置 し て 素 子 基 板 に 気 化 さ れ た 成 膜 材 料 を 付 着 さ
せ る 場 合 に 、 不 要 な 成 膜 材 料 が 真 空 チ ャ ン バ 内 壁 に 付 着 し て し ま い 、 そ の 清 掃 メ ン テ ナ ン
ス 作 業 に 多 大 の 工 数 を 要 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 成 膜 材 料 へ の 加 熱 は 坩 堝 の 外 部 か ら 与 え ら れ る た め に 、 成 膜 材 料 の 気 化 が 、 加 熱
温 度 の 高 い 個 所 、 即 ち ヒ ー タ 加 熱 部 に よ り 近 い 個 所 で 多 く 発 生 し て し ま い 素 子 基 板 の 製 造
の 歩 留 ま り が 悪 い だ け で な く 当 該 基 板 へ の 膜 厚 の 不 均 等 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 も あ る
。 な お 、 図 １ ２ に 示 す よ う な 温 度 制 御 手 段 を 用 い て 成 膜 材 料 の 各 部 の 温 度 を 均 等 化 す る こ
と に よ っ て あ る 程 度 の 改 善 効 果 が あ る も の の 、 坩 堝 の 外 部 か ら 加 熱 が 与 え ら れ る と い う 根
本 的 な 問 題 を 解 消 す る に は 到 っ て い な い
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 坩 堝 に 貯 留 し た 成 膜 材 料 へ の 加 熱 を 行 う に 際 し て 、 加 熱 開 始
時 か ら 迅 速 に 所 定 温 度 ま で 立 ち 上 げ る こ と が で き 、 か つ 成 膜 材 料 の 各 部 に 亘 っ て 均 等 な 温
度 分 部 を 持 た せ る こ と が で き る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 は 、 次 の よ う な 特 徴 的 な
構 成 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ １ ） 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 混 入 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱
す る 被 加 熱 粒 子 と 、 を 具 備 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ２ ） 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁
束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 と 、
を 具 備 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ３ ） 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 筒 状 体 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 筒 状 体 の 内 外 部 に 前 記 成 膜 材
料 が 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ た 筒 状 加 熱 部 材 を 含 ん で 構 成 す る 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 成 膜 材
料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ４ ） 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 柱 状 体 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 柱 状 体 の 外 部 に 前 記 成 膜 材 料
が 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ た 柱 状 加 熱 部 材 を 含 ん で 構 成 す る 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 成 膜 材 料
の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ５ ） 前 記 被 加 熱 部 材 は 、 前 記 筒 状 加 熱 部 材 の 複 数 が 密 接 さ れ た ハ ニ カ ム 構 造 で 構 成 す
る 上 記 （ ３ ） に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ６ ） 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 坩 堝 の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 混 入 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱
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す る 被 加 熱 粒 子 と 、
　 前 記 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 前 記 成 膜 材 料 に 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ る と 共 に 、 前 記 高 周
波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 と 、 を 具 備 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ７ ） 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 外 部 に 巻 回 し て 構 成 す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ６ ） の い ず
れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ８ ） 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 内 部 に 巻 回 し て 構 成 す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ６ ） の い ず
れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ９ ） 前 記 コ イ ル は 、 前 記 坩 堝 の 壁 面 に 埋 設 し て 巻 回 し て 構 成 す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ６
） の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ １ ０ ） 前 記 坩 堝 は 、 前 記 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 材 質 で 製 さ れ た 上 記 （ １ ） 乃 至
（ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 は 、 次 に 記 載 す る よ う な 特 徴 的 な 動 作 ス テ ッ プ
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ １ １ ） 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 に お い て 、
高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 粒 子 が 混 入 さ れ た 成 膜 材 料 を 坩 堝 に 貯 留 し 、 該 坩 堝 内
に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 該 成 膜 材 料 を 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ １ ２ ） 坩 堝 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 を 加 熱 し て 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 に お い て 、
　 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 部 材 が 配 設 さ れ た 坩 堝 内 部 に 成 膜 材 料 を 貯 留 し 、 前
記 被 加 熱 部 材 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 該 成 膜 材 料 を 気 化 す る 成 膜 材 料 の 加
熱 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 加 熱 方 法 に よ れ ば 、 坩 堝 内 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料
の 加 熱 が 、 成 膜 材 料 に 混 入 さ れ 、 か つ 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 粒 子 を 具 備 す る
場 合 に は 、 被 加 熱 粒 子 に よ る 微 小 領 域 で の 発 熱 に よ っ て 成 膜 材 料 の 加 熱 が な さ れ る の で 、
成 膜 材 料 の 各 部 に お い て 均 等 に 加 熱 さ れ 、 し か も 加 熱 の 立 上 り 特 性 と 立 下 り 特 性 が 極 め て
急 峻 で あ る の で 、 素 子 基 板 へ の 付 着 の 有 ／ 無 の 状 態 を 制 御 が 加 熱 ／ 停 止 の 制 御 を 行 う こ と
に よ っ て 応 答 の 良 い 付 着 制 御 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 坩 堝 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 に 接 し 得 る よ う に 、 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る
被 加 熱 部 材 を 配 設 し た 場 合 に は 、 当 該 の 被 加 熱 部 材 に 接 す る 大 き な 面 積 の 領 域 で 発 熱 が な
さ れ る の で 、 成 膜 材 料 の 各 部 に お い て 均 等 に 加 熱 さ れ 、 し か も 加 熱 の 立 上 り 特 性 と 立 下 り
特 性 が 極 め て 急 峻 で あ る の で 、 素 子 基 板 へ の 付 着 の 有 ／ 無 の 状 態 を 制 御 が 加 熱 ／ 停 止 の 制
御 を 行 う こ と に よ っ て 応 答 の 良 い 付 着 制 御 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 被 加 熱 粒 子 を 成 膜 材 料 に 混 入 さ せ る こ と と 、 坩 堝 内 部 に 被 加 熱 部 材 を 配 設 す る こ
と を 同 時 に 行 え ば 、 素 子 基 板 へ の 付 着 制 御 を よ り 効 果 的 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 素 子 基 板 へ の 付 着 制 御 を 確 実 に 行 な う こ と が で き る の で 、 成 膜 材 料 の 無 駄 を
少 な く す る こ と が で き 、 例 え ば 真 空 チ ャ ン バ 内 部 に 坩 堝 を 配 置 し て 素 子 基 板 に 気 化 さ れ た
成 膜 材 料 を 付 着 さ せ る 場 合 に 、 不 要 な 成 膜 材 料 が 真 空 チ ャ ン バ 内 壁 に 付 着 す る 量 を 極 め て
少 な く す る こ と が で き 、 清 掃 メ ン テ ナ ン ス 作 業 の 工 数 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 坩 堝 に 貯 留 し た 成 膜 材 料 へ の 加 熱 を 行 う に 際 し て 、 加 熱 開 始
時 か ら 迅 速 に 所 定 温 度 ま で 立 ち 上 げ る こ と が で き 、 か つ 成 膜 材 料 の 各 部 に 亘 っ て 均 等 な 温
度 分 部 を 持 た せ る こ と が で き る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 成 膜 材 料 の 加 熱 方 法 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 有 底 の 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 坩 堝 １ ０ の 開 口 の 上 部 に は 、 外 方 に 向 か っ て
放 射 状 に 形 成 さ れ る 開 口 部 １ ２ が 配 設 さ れ 、 そ の 上 方 に 所 定 距 離 を 保 っ て 素 子 基 板 ｃ が 配
設 さ れ 、 坩 堝 １ ０ の 外 周 に は 密 接 し て 勘 合 す る ボ ビ ン １ １ が 配 設 さ れ 、 該 ボ ビ ン １ １ に コ
イ ル １ ３ が 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 坩 堝 １ ０ の 内 部 に は 成 膜 材 料 １ ４ が 貯 留 さ れ 、 こ の 成 膜 材 料 １ ４ は 、 膜 形 成 さ れ る 素 子
基 板 ｃ 、 例 え ば 有 機 Ｅ Ｌ カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ の 表 示 面 板 に 膜 形 成 す る た め の 有 機 材 料 と 、
高 周 波 磁 界 が 与 え ら れ る こ と に よ っ て 渦 電 流 が 発 生 し こ れ に 伴 っ て 熱 が 発 生 す る 誘 電 体 材
質 の 微 小 粉 末 で な る 、 例 え ば 鉄 粉 末 が 混 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 坩 堝 １ ０ に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 １ ４ を 加 熱 し て 気 化 す る 加 熱 装 置 に お い て 、 坩
堝 １ ０ の 内 部 に 高 周 波 磁 束 を 印 加 す る コ イ ル １ ３ と 、 坩 堝 １ ０ の 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材
料 １ ４ に 混 入 さ れ る と 共 に 、 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 被 加 熱 粒 子 と 、 を 具 備 し て 本 実
施 例 １ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る と 共 に 、 コ イ ル １ ３ は 、 坩 堝 １ ０ の 外 部 に 巻 回 し て 構 成 さ れ た 成
膜 材 料 の 加 熱 装 置 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の た め 、 坩 堝 １ ０ 内 部 に 被 加 熱 部 材 が 混 合 さ れ た 粉 体 状 の 成 膜 材 料 １ ４ を 貯 留 し 、 開
口 部 １ ２ の 上 方 に 所 定 距 離 だ け 離 隔 し て 素 子 基 板 ｃ を 位 置 し た 状 態 で コ イ ル １ ３ に 高 周 波
電 流 が 供 給 さ れ る と 、 巻 回 さ れ た コ イ ル １ ３ の 内 方 に 交 番 磁 束 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す る と 、 こ の 交 番 磁 束 が 成 膜 材 料 １ ４ 内 の 被 加 熱 粒 子 に 渦 電 流 が 発 生 し こ れ に 伴 っ て 被
加 熱 粒 子 が 発 熱 し 、 被 加 熱 粒 子 の 発 熱 に よ っ て そ の 周 囲 に 接 し て い る 成 膜 材 料 １ ４ が 微 小
領 域 に お い て 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の と き 、 被 加 熱 粒 子 は 坩 堝 １ ０ 内 の 成 膜 材 料 １ ４ の 各 部 に 均 等 に 分 布 さ れ て い る の で
成 膜 材 料 １ ４ の 全 体 を 見 た 場 合 に は 、 そ の 各 部 に 均 等 に 発 熱 源 が 分 布 さ れ る の で 成 膜 材 料
１ ４ が 均 等 に 温 度 上 昇 さ れ る こ と に な り 、 所 定 温 度 に 達 し た と き に 成 膜 材 料 １ ４ の 気 化 が
な さ れ 、 開 口 部 １ ２ に よ っ て 飛 散 範 囲 が 制 限 さ れ た 状 態 （ あ る 程 度 、 収 束 さ れ た 状 態 ） で
素 子 基 板 ｃ に 付 着 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 素 子 基 板 ｃ へ の 膜 形 成 範 囲 が 開 口 部 １ ２ の 上 方 範 囲 よ り 広 い 場 合 に は 、 コ イ ル １
３ へ の 通 電 を 保 っ た 状 態 で 素 子 基 板 ｃ の 全 体 を 所 定 速 度 で 移 動 す れ ば 広 範 囲 に 亘 る 膜 形 成
を 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ に 示 す ［ 実 施 例 ２ ］ は 、 光 の ３ 原 色 で あ る 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 画 素 の そ れ ぞ れ を 選
択 的 に 発 光 さ せ る こ と に よ っ て 所 定 の カ ラ ー 画 像 を 再 現 さ せ る カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ の 素 子
基 板 に 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 を 用 い て 膜 形 成 す る 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 真 空 チ ャ ン バ 内 に ２ 系 統 の 加 熱 装 置 を 併 設 し 、 即 ち 、 図 １ に 示 す 坩 堝 １ ０ 、 ボ ビ ン １ １
、 開 口 部 １ ２ 、 コ イ ル １ ３ 、 成 膜 材 料 １ ４ と 同 様 の も の を 併 設 し た も の で 、 こ れ ら の 第 １
系 統 に お け る と 同 様 の 構 成 に は 部 材 符 号 の 数 字 に Ａ 及 び Ｂ と い う 文 字 を 付 加 す る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 成 膜 材 料 １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ の 上 部 に 位 置 さ れ る 素 子 基 板 ｃ と 開 口 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 上 部
に シ ャ ッ タ ａ が 配 置 さ れ 、 こ の シ ャ ッ タ ａ と 素 子 基 板 ｃ の 間 に マ ス ク ｂ が 配 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 素 子 基 板 ｃ と マ ス ク ｂ の 位 置 関 係 は 、 素 子 基 板 ｃ に 所 定 ピ ッ チ で 形 成 さ れ る 赤 色 発 光 層
Ｒ 、 緑 色 発 光 層 Ｇ 、 青 色 発 光 層 Ｂ の い ず れ か １ つ の 発 光 層 を マ ス ク ｂ の 開 口 部 で 露 呈 さ せ
他 の 部 分 を 覆 う 状 態 に あ り 、 当 該 マ ス ク ｂ の 下 位 に 配 設 さ れ る シ ャ ッ タ ａ は 、 素 子 基 板 ｃ
に 成 膜 材 料 １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ が 付 着 さ れ な い よ う に 全 て 覆 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 コ イ ル １ ３ Ａ と コ イ ル １ ３ Ｂ の そ れ ぞ れ に は 所 定 の 高 周 波 電 流 を 発 生 す る 電 源 １ ５ Ａ と
電 源 １ ５ Ｂ の そ れ ぞ れ の 出 力 が 同 軸 ケ ー ブ ル 等 の 接 続 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の た め 、 坩 堝 １ ０ 内 部 に 被 加 熱 部 材 が 混 合 さ れ た 粉 体 状 の 成 膜 材 料 １ ４ を 貯 留 し 、 開
口 部 １ ２ の 上 方 に 所 定 距 離 だ け 離 隔 し て 素 子 基 板 ｃ を 位 置 し た 状 態 で コ イ ル １ ３ に 電 源 １
５ Ａ 、 １ ５ Ｂ か ら 高 周 波 電 流 が 供 給 さ れ る と 、 巻 回 さ れ た コ イ ル １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ の 内 方 に
交 番 磁 束 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 す る と 、 こ の 交 番 磁 束 に よ っ て 成 膜 材 料 １ ４ 内 の 被 加 熱 粒 子 に 渦 電 流 が 生 じ 、 こ れ に 伴
っ て 被 加 熱 粒 子 が 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の と き 、 被 加 熱 粒 子 は 坩 堝 １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ 内 の 成 膜 材 料 １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ の 各 部 に 均 等
に 分 布 さ れ て い る の で 成 膜 材 料 全 体 を 見 た 場 合 に は 、 そ の 各 部 に 均 等 に 発 熱 源 が 分 布 さ れ
る の で 材 料 が 均 等 に 温 度 上 昇 さ れ る こ と に な り 、 所 定 温 度 に 達 し た と き に 材 料 の 気 化 が な
さ れ 、 開 口 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ に よ っ て 飛 散 範 囲 が 制 限 さ れ た 状 態 （ あ る 程 度 、 収 束 さ れ た
状 態 ） で 素 子 基 板 ｃ に 付 着 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の と き 、 素 子 基 板 ｃ の 下 位 に マ ス ク ｂ と シ ャ ッ タ ａ が 配 置 さ れ て い る の で 、 例 え ば シ
ャ ッ タ ａ を 全 開 と し 、 マ ス ク ｂ の 開 口 を 素 子 基 板 ｃ の 青 色 発 光 層 Ｂ の 部 位 に 位 置 さ せ た 状
態 で コ イ ル １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ へ の 通 電 を 行 え ば 青 色 発 光 層 Ｂ の み に 材 料 付 着 を さ せ る こ と が
で き 、 赤 色 発 光 層 Ｒ と 緑 色 発 光 層 Ｇ に お い て も マ ス ク ｂ の 位 置 を 制 御 す る こ と に よ っ て 材
料 付 着 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 今 ま で の 説 明 は 、 成 膜 材 料 １ ４ Ａ と 成 膜 材 料 １ ４ Ｂ が 同 一 種 類 の 物 質 と し た 場 合
で あ る が 、 成 膜 材 料 １ ４ Ａ と 成 膜 材 料 １ ４ Ｂ の そ れ ぞ れ の 材 質 を 異 な ら せ る 、 マ ス ク ｂ の
開 口 位 置 を 制 御 す る こ と に よ っ て ２ 種 の 材 料 を 選 択 的 に 素 子 基 板 ｃ に 付 着 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 ［ 実 施 例 １ ］ と ［ 実 施 例 ２ ］ と し て 図 １ と 図 ２ を 用 い て 説 明 し た 成 膜 材 料 の 加 熱
装 置 は 、 坩 堝 と ボ ビ ン が 別 体 と さ れ た も の で あ る が 、 本 実 施 例 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 坩 堝
１ ０ の 外 周 壁 に コ イ ル １ ３ を 埋 設 し た も の で 、 即 ち 、 坩 堝 １ ０ の 壁 面 に 埋 設 し て 巻 回 し た
コ イ ル １ ３ を 有 す る よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 コ イ ル １ ３ と 成 膜 材 料 １ ４ の 距 離 が 短
縮 化 さ れ る の で よ り 効 率 的 な 高 周 波 磁 束 の 印 加 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 し た ［ 実 施 例 ２ ］ は 、 素 子 基 板 ｃ の 赤 色 発 光 層 Ｒ と 緑 色 発 光 層
Ｇ と 青 色 発 光 層 Ｂ の そ れ ぞ れ に 成 膜 す る も の で あ る が 、 成 膜 材 料 が 実 際 に 使 用 さ れ て い る
の は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 成 膜 期 間 ｄ １ と 成 膜 し て い な い 非 成 膜 期 間 ｄ ２ が 交 互 に 繰 り 返
さ れ る と き に 、 赤 色 発 光 層 Ｒ と 緑 色 発 光 層 Ｇ と 青 色 発 光 層 Ｂ の そ れ ぞ れ に お け る 成 膜 が な
さ れ る た め 、 全 体 の 材 料 使 用 量 （ 材 料 コ ス ト ） は 図 ５ に 示 す よ う に 従 来 の 加 熱 装 置 に よ る
従 来 特 性 ｅ に 比 し て 半 分 以 下 の 値 を 有 す る 本 発 明 特 性 ｆ と な り 、 言 い 換 え れ ば 、 実 際 に 気
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化 さ れ る 量 が 少 な い の で 例 え ば 真 空 チ ェ ン バ に 付 着 さ れ て し ま う 無 駄 な 成 膜 材 料 を 定 期 的
に 行 わ れ る 清 掃 メ ン テ ナ ン ス ま で に 必 要 な 時 間 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 所 定 の 残 付 着 量 に 至
る ま で の 時 間 が 従 来 特 性 ｅ に よ る 場 合 に は 少 な く 、 言 い 換 え れ ば 頻 繁 に 清 掃 メ ン テ ナ ン ス
を 行 わ な け れ ば な ら ず 、 こ れ に 比 し て 本 発 明 特 性 ｆ の 場 合 に は 、 所 定 の 残 付 着 量 に 至 る ま
で の 時 間 が 多 く 、 言 い 換 え れ ば 清 掃 メ ン テ ナ ン ス の 頻 度 を 非 常 に 少 な く す る こ と が で き る
の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の こ と は 、 成 膜 材 料 を 加 熱 す る と き の 立 上 り と 立 下 り の 特 性 が 図 ７ に 示 す よ う に 従
来 特 性 ｅ に 比 し て 本 発 明 特 性 ｆ が 極 め て 急 峻 で あ る こ と に 起 因 す る も の で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 般 的 に 、 坩 堝 は 、 数 百 度 の 高 温 に 耐 え ら れ る 非 誘 電 体 の 材 質 、 例 え ば 陶 磁 器 系 統 の 材
質 で 構 成 さ れ て い る が 、 こ の 材 質 を 誘 電 体 の 性 質 を 有 す る 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク ス で 構 成 し て
も 良 く 、 こ の 場 合 に は 、 高 周 波 磁 束 に よ っ て 坩 堝 自 身 が 発 熱 す る こ と に よ っ て よ り 効 率 的
な 加 熱 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 即 ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 成 膜 材 料 １ ４ が 貯 留 さ れ る 坩 堝 １ ６ は 、 誘 電 体 の 性 質 を 有 す る
導 電 性 セ ラ ミ ッ ク ス で 有 底 の 筒 状 に 成 形 さ れ 、 そ の 内 部 に 絶 縁 体 で 形 成 さ れ る と 共 に コ イ
ル １ ９ が 埋 設 さ れ た ボ ビ ン １ ８ が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 コ イ ル １ ９ が 巻 回 さ れ た 中 心 部 に 柱 状 の 被 加 熱 部 材 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
被 加 熱 部 材 ２ ０ は 、 坩 堝 １ ６ の 内 部 に 貯 留 さ れ た 成 膜 材 料 １ ４ に 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ
る と 共 に 、 コ イ ル １ ９ に よ る 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 従 っ て 、 坩 堝 １ ６ の 内 部 に 被 加 熱 粒 子 が 混 合 さ れ た 粉 体 状 の 成 膜 材 料 １ ４ を 貯 留 し 、 開
口 部 １ ７ の 上 方 に 所 定 距 離 だ け 離 隔 し て 素 子 基 板 を 位 置 さ せ た 状 態 で コ イ ル １ ９ に 所 定 の
高 周 波 電 流 を 供 給 す る と 、 巻 回 さ れ た コ イ ル １ ９ の 内 方 に 交 番 磁 束 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 す る と 、 こ の 交 番 磁 束 に よ っ て 、 成 膜 材 料 １ ４ 内 の 誘 電 体 粒 子 の 個 々 に 渦 電 流 が 発 生 し
こ れ に 伴 っ て 該 誘 電 体 粒 子 が 発 熱 し 、 こ れ と 同 時 に コ イ ル １ ９ に よ る 交 番 磁 束 に よ っ て 被
加 熱 部 材 ２ ０ に も 渦 電 流 が 発 生 し 該 被 加 熱 部 材 ２ ０ が 発 熱 し 、 更 に 坩 堝 １ ６ の 周 壁 に も 渦
電 流 が 発 生 し 該 坩 堝 １ ６ が 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 コ イ ル １ ９ に 高 周 波 電 流 が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 生 じ る 発 熱 は 、 ３ 系 統 の 発 熱 、 即 ち
、 成 膜 材 料 １ ４ に 含 ま れ て い る 誘 電 体 粒 子 か ら の 発 熱 、 被 加 熱 部 材 ２ ０ か ら の 発 熱 、 坩 堝
１ ６ の 壁 面 か ら の 発 熱 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の と き 、 誘 電 体 材 料 は 坩 堝 １ ６ 内 の 成 膜 材 料 １ ４ の 各 部 に 均 等 に 分 布 さ れ て い る の で
成 膜 材 料 １ ４ の 全 体 を 見 た 場 合 に は 、 そ の 各 部 に 均 等 に 発 熱 源 が 分 布 さ れ る の で 成 膜 材 料
１ ４ が 均 等 に 温 度 上 昇 さ れ る こ と に な り 、 更 に 、 被 加 熱 部 材 ２ ０ に よ る 発 熱 と 、 坩 堝 １ ６
自 身 の 発 熱 、 即 ち ３ 系 統 の 発 熱 に よ っ て 成 膜 材 料 １ ４ が 所 定 温 度 に 達 し た と き に 気 化 が な
さ れ 、 開 口 部 １ ７ に よ っ て 飛 散 範 囲 が 制 限 さ れ た 状 態 （ あ る 程 度 、 収 束 さ れ た 状 態 ） で 素
子 基 板 に 付 着 さ れ る こ と に な る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ を 用 い て 説 明 し た ［ 実 施 例 ３ ］ は 、 ボ ビ ン １ ８ の 内 方 に 柱 状 の 被 加 熱 部 材 ２ ０ を 設
け た も の で あ る が 、 こ の 被 加 熱 部 材 ２ ０ は 、 筒 状 体 で 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 筒 状 体 の 内 外
部 に 前 記 成 膜 材 料 が 接 し 得 る よ う に 配 設 さ れ た 筒 状 加 熱 部 材 を 含 ん で 構 成 す る よ う に し て
も 良 く 、 図 ９ に 示 す よ う に 坩 堝 ２ １ の 底 面 に ６ 角 筒 状 の 被 加 熱 部 材 ２ ２ を 規 則 的 に 配 置 し
た り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 坩 堝 ２ １ の 底 面 に 円 筒 状 の 被 加 熱 部 材 ２ ３ を 規 則 的 に 配 置 し
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て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 被 加 熱 部 材 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 複 数 が ハ ニ カ ム 構 造 で 密 接 さ れ た 構 成 に す れ ば 成 膜 材
料 に 接 す る 面 積 を 広 く で き る た め 、 効 率 的 な 加 熱 を 行 う こ と が で き 、 こ れ ら の 筒 状 も し く
は 柱 状 の 被 加 熱 部 材 に 貫 通 穴 を 形 成 す る こ と に よ っ て そ の 内 外 を 成 膜 材 料 が 連 通 状 態 で 循
環 す る の で 効 率 的 な 加 熱 が 行 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 今 ま で 説 明 し た 複 数 の 実 施 例 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 素 子 基 板 に 成
膜 材 料 を 付 着 さ せ る 例 で あ る が 、 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 及 び 加 熱 方 法 は 、 こ れ
に 限 定 さ れ る こ と な く 、 成 膜 材 料 の 材 質 、 並 び に そ れ が 付 着 さ れ 基 板 は 全 く の 任 意 で あ っ
て 如 何 な る も の で あ っ て も 良 く 、 成 膜 材 料 の 自 身 に 高 周 波 磁 束 に よ っ て 発 熱 す る 物 質 が 含
ま れ る 場 合 で あ っ て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ と 図 ３ に 示 さ れ る 坩 堝 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 実 使 用 状 態 を 説 明 す る た め の 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 使 用 量 を 従 来 装 置 の 場 合 と 比 較 し て 説 明 す る た め の 線 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 成 膜 材 料 の 残 付 着 量 を 従 来 装 置 の 場 合 と 比 較 し て 説 明 す る た め の 線
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 加 熱 装 置 の 加 熱 の 立 ち 上 が り 特 性 と 立 下 り 特 性 を 従 来 装 置 の 場 合 と
比 較 し て 説 明 す る た め の 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に よ る 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 の 被 加 熱 部 材 の 部 分 示 す 一 部 破 断 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す 被 加 熱 部 材 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 一 部 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 成 膜 材 料 の 加 熱 装 置 の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 さ れ る 従 来 装 置 を 改 善 し た 例 を 説 明 す る た め の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ る 従 来 装 置 の 温 度 分 布 状 態 を 説 明 す る た め の 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ ， １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， ２ １ 　 　 坩 堝
　 １ １ 、 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ 、 １ ８ 　 　 ボ ビ ン
　 １ ２ 、 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 、 １ ７ 　 開 口 部
　 １ ３ 、 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ 、 １ ９ 　 コ イ ル
　 １ ４ 、 １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ 　 成 膜 材 料
　 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ 　 電 源
　 ２ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 　 被 加 熱 部 材
　 ａ 　 シ ャ ッ タ
　 ｂ 　 マ ス ク
　 ｃ 　 素 子 基 板
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